
 

「共
産
党
だ
と
お
金
が
こ
な
い
」と

い
う
の
は
、
事
実
に
反
し
ま
す
。
こ
の

３
年
間
の
地
域
事
業
費
の
執
行
率

は
、
吉
川
区
が
13
区
の
な
か
で
ト
ッ

プ
で
す
。 

 

こ
の
事
実
を
、
今
年
１
月
の
「市
政

レ
ポ
ー
ト
」の
報
道
で
知
り
な
が
ら
、

い
ま
だ
に
言
っ
て
い
る
の
は
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

行
政
は
、
な
に
党
だ
か
ら
と
予
算

や
施
策
を
差
別
で
き
ま
す
ん
。 

  １位 吉川区 41.6% 

  ２位 名立区 39.8% 

  ３位 中郷区 35.8% 

  ４位 清里区 34.8% 

  ５位 柿崎区 34.6% 

…  
 

  

 １２位 三和区 24.9% 

 １３位 大島区 24.3% 

 

ビ
ラ
を
見
た
矢
野
学
市
議
（
安
塚
区
選
出
）
の
言
葉
で
す
。 

「第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
改
定
」に
つ
い
て
は
、
安
塚
区
地
域
協
議

会
に
報
告
は
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
諮
問
は
さ
れ
て
い
な
い
。
吉
川
区
も
同
じ

で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
協
議
会
で
は
賛
成
も
反
対
も
な
い
。
市
議
会
で
は

私
も
、
「第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
改
定
」に
反
対
し
た
。
合
併
合
意

の
「新
市
の
将
来
都
市
像
」が
変
更
さ
れ
、
合
併
し
た
13
町
村
に
と
っ
て
問

題
だ
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。
市
議
会
総
務
委
員
会
で
の
審
議
も
尽
く
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。 

 

橋爪のりかずにいろいろなことがいわれていますので、お答えします。 

▲自民党県議団の地震被害調査に同行す

る橋爪市議（中央）。吉川の代表として、ど

の党派の人とも力を合わせる姿勢で問題

解決にあたってきました。 
 

橋
爪
さ
ん
の
集
落
懇
談
会
で
、
「
夜
道
が
ま
っ

暗
な
の
で
、
女
子
生
徒
が
大
声
で
歌
い
な
が
ら
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
防
犯
灯
設
置
を
」
と

話
し
た
ら
、
橋
爪
さ
ん
は
す
ぐ
市
役
所
に
あ
た
っ

て
く
れ
、
ま
も
な
く
防
犯
灯
が
つ
き
ま
し
た
。 

 

吉
川
区
に
お
金
が
く
る
か
ど
う
か
は
、
住
民
の

声
を
届
け
る
仕
事
を
、
ど
れ
だ
け
熱
心
に
や
っ
て

く
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 
 
 

 
 

 

（
四
〇
代
・
男
性
） 

 

橋爪のりかず後援会ニュース 

発行：日本共産党吉川区後援会 

２００８年４月  ＮＯ １２ 

電話５４８－３６２８ 

部
内
資
料 

交流集会成功！市議選勝利にむけ弾み 

 

                       
「論戦力があって上越市

議会に必要な人です。ぜ

ひ議会に送ってほしい」

共産党ではない市議が橋

爪さんの議会での活躍ぶ

りを伝え、訴えました。

朝日池総合農場の平沢さ

んとトマト栽培農家の山

岸さんが農業の魅力、ふ

るさとの素晴らしさを歌

で表現し、参加者に感動

を与えました。 

 まもなく告示、市議選

勝利に向けて弾みがつき

ました。 



マンガ・川本浩『女性のひろば』９月号より 

 

日
本
共
産
党
の
参
院
議
員
の
質
問
に
、
「残
存
能
力

を
生
か
す
た
め
」と
答
弁
。
ま
る
で
「手
間
を
か
け
さ

す
ず
、
早
く
死
ん
で
く
れ
」と
い
わ
ん
ば
か
り
で
す
。 

 

喜
寿
、
米
寿
、
卒
寿･･･ 

日
本
は
、
み
ん
な
で
高
齢

を
祝
う
社
会
だ
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

「団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
前
に
、
医
療

切
り
す
て
の
仕
組
み
を
」 

…
こ
れ
が
政
府
の
ね
ら
い

で
す
。
高
齢
者
を
じ
ゃ
ま
者
扱
い
す
る
、
血
も
涙
も
な

い
仕
打
ち
を
許
す
わ
け
に
い
き
ま
す
ん
。 

 「後期高齢者の保険証が届きまし

た。情けなくて悲しくて…。もう用

はないよ、死んでもいいんだよと、

通告されたような気がして」 

（８７歳・女性） 

 反対署名は、５００万をこえました。 

 窓口負担の２割（７０～７４歳）引き上

げも中止する法案です。 

 後期高齢者医療制度は、０６年6月、国会で政府与党が決めました。上越市議会では、日本共産党以外

の保守会派が推進。橋爪のりかずの勝利で、制度中止の声をあげましょう。 

 


